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本
書
は
二
〇
〇
七
年
九
月
に
本
学
大
学
文
学
部
日

本
文
学
科
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学

と
い
う
毒―

江
戸
の
奇
想
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
」

の
記
録
で
あ
る
。

「
文
学
と
い
う
毒
」と
い
う
題
が
示
す
と
こ
ろ
は
副

題
「
諷
刺
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
・
反
権
力
」
に
明
ら
か

で
あ
る
が
、
そ
の
表
紙
の
意
匠
に
用
い
ら
れ
た
歌
川

国
芳
の
浮
世
絵
「
相
馬
の
古
内
裏
」
も
象
徴
的
で
あ

る
。
こ
の
浮
世
絵
は
平
将
門
の
遺
児
、
滝
夜
叉
姫
が

そ
の
妖
術
で
巨
大
な
髑し
ゃ
れ
こ
う
べ髏
を
現
出
さ
せ
て
勇
者
大

宅
光
国
を
試
す
と
い
う
話
に
基
づ
く
。
父
の
遺
志
を

継
ぎ
、
時
の
権
力
に
叛
逆
を
企
て
る
滝
夜
叉
姫
の
妖

術
は
本
テ
ー
マ
の
表
徴
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

本
書
の
構
成
は
三
部
か
ら
成
る
。

第
一
部
は
、
歌
舞
伎
界
を
代
表
す
る
十
二
代
目
市

川
團
十
郎
丈
と
本
学
大
学
前
学
長
の
武
藤
元
昭
氏
の

対
談
で
、「
歌
舞
伎
の
毒
と
悪
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題

し
て
、歌
舞
伎
狂
言
に
お
け
る
毒
薬
の
趣
向
の
こ
と
、

「
傾か
ぶ

く
」
精
神
や
怨
霊
・
悪
霊
退
治
を
基
本
と
す
る

荒
事
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
庶
民
に
は
良
薬
と
も
な

り
、
為
政
者
に
と
っ
て
は
毒
と
も
な
る
と
い
っ
た
こ

と
が
、團
十
郎
丈
の
実
感
を
伴
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

第
二
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、冨
山
太
佳
夫（
大
学

文
学
部
英
米
文
学
科
教
授
）、
マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
デ

ィ
ナ
ー
（
ウ
ォ
リ
ッ
ク
大
学
）、
高
山
宏
（
明
治
大

学
教
授
）、
長
島
弘
明
（
東
京
大
学
教
授
）、
大
上
正

美
（
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
教
授
）、
篠
原
進

（
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
教
授
）
の
各
氏
の
基
調

講
演
、
第
三
部
で
は
各
氏
に
対
す
る
フ
ロ
ア
か
ら
の

質
問
に
対
す
る
応
答
を
収
録
し
て
い
る
。

冨
山
太
佳
夫
氏
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
イ
ギ
リ
ス
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で
書
か
れ
た
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
は
当
時
の
政

治
制
度
を
諷
刺
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ガ
ー
デ

ィ
ナ
ー
氏
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ミ
ュ
リ
エ
ル
・
ス

パ
ー
ク
と
い
う
作
家
の
第
二
次
大
戦
後
の
作
品
を
取

り
上
げ
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
論
じ
る
。
高
山

宏
氏
は
、江
戸
時
代
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
バ
ー
ト
・

バ
ー
ト
ン
が
書
い
た
『
憂
鬱
の
解
剖
』
と
い
う
書
を

題
材
に
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
文
学
に
つ
い
て
語
る
。

長
島
弘
明
氏
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
家
、
上
田

秋
成
が
発
憤
著
書
説
を
信
奉
し
、
憤
り
か
ら
文
学
を

書
く
と
い
う
姿
勢
を
貫
き
、
虚
構
を
以
て
「
毒
」
を

隠
し
た
こ
と
を
、
大
上
正
美
氏
は
三
世
紀
に
刑
死
し

た
中
国
の
文
学
者
、孔こ
う

融ゆ
う

・
嵆け
い

康こ
う

の
政
治
批
判
の「
言

志
」
の
精
神
に
つ
い
て
、
篠
原
進
氏
は
江
戸
時
代
前

期
の
井
原
西
鶴
や
都
の
錦
と
い
う
作
家
に
よ
る
浮
世

草
子
を
例
に
レ
ト
リ
ッ
ク
に
隠
さ
れ
た
「
毒
」
に
つ

い
て
語
る
。

英
中
日
の
専
門
家
に
よ
る
各
講
演
・
質
疑
は
、
極

め
て
専
門
的
な
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
古
今
東
西
の

「
毒
」
た
る
文
学
の
意
味
、
普
遍
性
を
訴
え
か
け

て
、
幅
広
い
読
者
の
知
的
好
奇
心
を
呼
び
覚
ま
す
に

違
い
な
い
。

本
学
科
で
は
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
上
代
、
中
古
、

中
世
、
近
世
、
近
代
文
学
の
各
分
野
で
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。
近
世
文
学
に
主
眼
を
お

い
た
第
四
回
の
記
録
が
本
書
で
あ
る
。
他
の
各
回
の

記
録
も
そ
れ
ぞ
れ
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本

学
科
の
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
御
関
心
の

お
あ
り
の
方
は
是
非
ご
覧
頂
き
た
い
。

（
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
准
教
授
）


